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令和 4年 12 月 20 日 輪島市立輪島中学校 

今月は、冬にぴったりの本を特集します。ふだん忙しくて読書する時間を取れないと思いますが 

冬休みのあいだにじっくりと本の世界に浸ってみるのもいいですよ。ぜひ本を借りに来てください。 
  

 

 

 
 

「降りやまない雪は、君の心に似ている。」 永良 サチ/著  

“神様、どうか彼を連れていかないで。” 

 双子の弟を事故で失ってから心を閉ざした高校生の小枝
さ え

は、祖母が住む北海道 

へ行き、余命わずかな少年俚斗
り と

と出会う。切ない涙を誘う奇跡の純愛物語。 

「お邪魔してます、こたつ犬」 尼野 ゆたか/著 

“柴犬である。こたつに入っている。” 
 ある日、帰宅するとこたつに入ったしゃべる犬がいた！その犬は料理を出して 

くれたり、疲れた人たちの嫌なことを代わりにしてくれる。心がほっこりする物語。 
 

「とことんエナガ、シマエナガ」 BIRDER 編集部/編 
「雪の妖精」と呼ばれて親しまれている真っ白な小鳥シマエナガ。いったいどん 

な鳥なのかは意外と知られていません。同じなかまのエナガとシマエナガを徹底的 

に解説している貴重な本。その可愛らしいモフモフな姿にいやされます。 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

今月の特集 
 

「詩集 山羊の歌

より」 

」 

 

「怪盗フラヌール 

の巡回」 

「満月珈琲店の星詠み④」 

「日本の歴史 16」 

「鼠」 
 
 

「機械仕掛けの太陽」 

 

 

「あやし、おそろ

し、天獄園」 

」 

  

「みみそぎ」 

  

「眠れぬ夜はケーキを

焼いて 1＆2」 

 

「栞と嘘の季節」 

  
「サブスクの子と 

呼ばれて」 

」 

  

「ミッドナイト

ライブラリー」 

「僕が君の名前を
呼ぶから」 

  

「K の昇天」 

  

「詩集 青猫 
より」 
 

 

銭天堂の 

番外編！ 

山田悠介 

最新作。 


